
団体名： あま市商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 163.1 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 74.1 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 93.4 ％） （達成度 30.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 99.0 ％） （達成度 107.1 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 30.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 70.0 ％） （達成度 ％） Ｃ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

本年度は参加でき
る事業所数が少な
い事業を対象とし
たため、実績数値
が低い結果となっ
た。来年度も同数
程度が見込まれる
ため、目標数値を
引下げる。

今後も従来どおり
事業を実施し、よ
り良い青年経営者
づくりと経営者夫
人としての必要な
教養育成に努め
る。

記帳指導は経営指
導等その他の指導
の端緒ともなる事
業であり、適正な
決算申告をするた
めに今後も継続し
て重点的に取組む
ことが必要であ
る。

指標

国や県から出され
る各種施策を注視
し、事業者のニー
ズにあった講習会
の開催に努める。
集団講習会につい
ては、来年度以
降、確実に実施が
予定される回数の
み実施計画に組み
入れるため、目標
数値を引下げる。

会員事業所への福
利厚生事業として
毎年実施してお
り、健全な企業を
育むためにも重要
な事業である。
参加事業所が減少
傾向にあるため、
目標数値を引下げ
る。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

社会情勢等の影響を鑑
み、中止する講習会も
あったが、小規模事業者
のニーズに沿った講演会
を企画・開催することに
より、小規模事業者の支
援に努めた。

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

小規模事業者及びその従
業員を対象とした健康診
断を実施し、健康維持増
進と安定的な企業運営の
充実に寄与した。

実績
数値

指標

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

目標
数値

70

指標

各種事業の企画、運営を
通じて企画力や事業遂行
能力など青年経営者とし
て必要な資質を身につけ
ることができた。
また、商工業に携わる女
性として必要な教養、資
質の育成につながった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
75

商業・工業部
会員

青年部員
女性部員

小規模事業者

講演会開
催を想定
し目標設
定してい
たが、実
際に実施
した事業
は参加事
業所数が
限られる
事業で
あったた
め、減と

目標
数値

20
実績
数値

6
目標
数値

指標

工業部会では、メッセナ
ゴヤへの出展事業所を募
り、販路開拓の一助と
なった。
商業部会では、ジブリ
パークで開催された市町
村フェアに出店する事業
所を募り、出店の支援に
あたった。

総
合
評
価

Ｃ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

総
合
評
価

目標
数値

100
実績
数値

99

今後の展開・改善点等

実
施
側
の

事
業
評
価

2000
目標
数値

指標 指標

335
実績
数値

313
目標
数値

60

目標
数値

2700
実績
数値

実績
数値

事

業

者

へ

の

調

査

結

果目標
数値

指標

適正な帳面管理と税務申
告に結びつくよう記帳指
導を行い、日頃から計数
感覚を養うことができ
た。また、継続して記帳
指導することにより経営
数値の分析を行い、経営
力の向上に務めた。

総
合
評
価

Ｂ

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

今後も日々変動す
る経済情勢を注視
し、小規模事業者
が必要とする支援
を迅速かつ的確に
提供できるよう情
報収集に努めるこ
とが必要である。
引き続き職員間で
情報を共有するな
どして効率的かつ
重点的な支援に努
めたい。

指標
課題解決提案件数

巡回や窓口指導を通じ、
国や県、市から出される
各種施策支援等を積極的
に行い、小規模事業者の
経営改善支援に努めた。
企業診断など、事業者の
課題解決提案を行い、経
営改善につなげることが
できた。実績

数値
401468

目標
数値

900
実績
数値

目標
数値

40

18

指標

指標

70
目標
数値

指標

実績
数値

目標
数値

100

福利厚生事業

部会・委員会事業

青年部・女性部事
業

講習会事業

巡回・窓口相談指
導事業

記帳継続指導

一年に一回健康診断を受け
ることが法で義務付けられ
ており、小規模事業者等に
おいては、受診する機会が
少ない。そこで、商工会が
主体となり、受診機会を提
供することにより健康増進
をし、安定的な企業経営を
促進することを目的とす
る。

開催回数　　６回
参加事業所数　　７０事業
所
参加者数　　３５１名

商業・工業などの各部会活
動を行い、部会参加企業の
発展に資することを目的と
する。

部会事業等参加者
・メッセナゴヤ出展　５事
業所
・市町村フェア　１事業所

小規模零細企業を中心に、
職員が事業所へ訪問し、
国・県の小規模企業施策の
普及利用促進を図るととも
に、窓口や巡回相談により
経営力向上・経営革新など
専門家派遣による支援、融
資等の金融相談、申告時期
の税務相談、労務相談等企
業経営全般について様々な
相談指導をすることにより
経営基盤の強化を図り、地
域経済の安定的発展を目指
す。

・巡回窓口指導実企業数
８８１社
（巡回５６９社、窓口３１
２社）
・巡回窓口指導延件数　１,
４６８社
（巡回７７４件、窓口６９
４件）
・課題解決提案件数　４０
件
・経営革新計画承認件数
１件

個人事業主等を対象に正し
い記帳方法の指導を行い、
経理の自計化による計数管
理と経営数値の分析による
経営力の向上と適正な税務
申告に結びつける。

・指導対象者数　　１４２
人
・指導延日数　　１，２８
２日
・指導延回数　　２，００
０回

青年部・女性部での交流や
社会活動を通じて地域とか
かわりを持つことにより、
地域社会の発展に寄与する
とともにこれからの地域社
会を担う人材を育てる。

・青年部事業
　各種事業参加人数　　９
９人
・女性部事業
　各種事業参加人数　　７
５人

多様化する経営環境に対応
するため、小規模事業者に
とっての必要な経営、経
理、金融・労働・税務等の
知識習得や時事的な問題に
ついての啓蒙を図り、事業
者の資質の向上と事業運営
に資することを目的とす
る。

・個別講習会
　開催回数　　１９回
　参加者人数　　３１３人
・集団講習会
　開催回数　　１回
　参加者人数　　１８人
　　　 　計　　２０回
３３１人

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

小規模事業者

小規模事業者
（個人経営

者）

委託事業所数

巡回窓口指導延件数
指標

記帳指導延回数

個別講習会参加者数 集団講習会参加者数

青年部事業の回数 女性部事業の回数

講演会等参加者人数

参加事業所数

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： あま市商工会

得られた効果 備考今後の展開・改善点等
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 93.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 24.0 ％） （達成度 ％） Ｃ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ｂ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 － ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

－ Ｂ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 142.9 ％） （達成度 63.3 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 40.0 ％） （達成度 ％） Ｃ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 － ％） （達成度 ％） － － 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

－ Ｂ 現行どおり

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

本年度を以って法
人部会が解散とな
るため、それに合
わせて来年度の目
標値を変更する。

廃業や委託解除等
により委託事業所
数が減少してお
り、今後も減少す
ると思われる。
労働保険制度説明
及び加入促進を行
い、委託事業所数
の確保に努めた
い。

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

これまで指標を来
場者数としていた
が、適正な数値を
算出することが困
難なため、来年度
からは点灯式での
出店者数を指標と
して変更し、事業
者の事業発展に繋
げたい。

目標
数値

20000
実績
数値

-
目標
数値

指標

３年ぶりにイルミネー
ション点灯式を開催し、
地域の魅力を広く市内外
に発信する場を提供した
ほか、会員事業所並びに
地域住民とともに創り上
げることで地域貢献や商
工業発展のための一助と
なり、地域連携強化と活
性化に繋がった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

指標

目標
数値

100

指標

目標
数値

委託事業所数

事業参加者数

200
実績
数値

187
目標
数値

指標

目標
数値

指標

青色申告部会では、個別
税務相談会を開催し、事
業者支援につながった。
法人部会では、税務研修
会を開催し、インボイス
制度や電子帳簿保存につ
いて教養を深めることが
できた。

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

労働保険に関する事務受
託を通じて国・県の各種
労働施策の普及及び利用
促進につながった。 総

合
評
価実績

数値

実績
数値

指標 指標

24

指標

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

あま市の特定創業
支援事業や空き店
舗等活用創業支援
事業について、あ
まり周知が図られ
ていない現状にあ
る。あま市と連携
し、さらなる活用
につなげたい。

目標
数値

5
実績
数値

2
目標
数値

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

今後も青年部員等
のニーズに合った
講習会や研修会を
開催することで、
満足度の高い内容
となるよう検討し
ていきたい。
定年等により部員
が減少していく
中、円滑に事業遂
行するためには青
年部活動PRが必要
なため、継続して
部員増強委員会を
開催し、新部員の
加入につながるよ
う努めていきた
い。

目標
数値

70
実績
数値

100
目標
数値

30
実績
数値

19

指標 指標

青年部員の資質向上を図
るため、コミュニケー
ションに関する研修会を
開催し、非常に満足度の
高い研修となった。
主張発表大会に参加し、
各ブロックを代表する事
例を傾聴することで若手
経営者としてのスキル
アップの一助となった。
青年部員募集チラシの配
布や情報誌への掲載を通
し、部員増強に努め、７
名の新部員の加入につな
がった。

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

来年度は商工祭の
開催を検討してい
るが、実施内容や
日程等はまだ未定
であり、明確な目
標値をあげられな
いことから、昨年
から引き下げた目
標設定することと
する。

目標
数値

40
実績
数値

-
目標
数値

実績
数値

指標

本年度は商工会設立１０
周年事業に加え、新たに
設立したミドルエイジ委
員会によるＡＭＡフェス
を開催したことにより、
商工祭の開催を中止する
こととなった。

指標

地域振興事業
（商工祭事業）

あま市内の事業所に企画、
出店してもらい、来場者へ
PRすることにより新規顧客
獲得及び地域の活性化に繋
げることを目的とする。

商工祭　　開催中止

総
合
評
価

－

実
施
側
の

事
業
評
価

地域産業活性化事
業（イルミネー
ション事業）

青色申告会・法人
会事業

労働保険事業

特定創業支援　２事業所

総
合
評
価

Ｂ

若手後継者育成事
業

若手後継者の資質向上及び
コミュニケーション能力向
上を図るため、講演会を開
催する。
また、青年部長を始めとす
る青年部幹部が青年部全国
大会・交流会等へ積極的に
参加し、若手経営者として
のスキルを身につける機会
を創り、青年部員全体の資
質向上を図る。
青年部活動の認知度が低
く、周知活動が行き届いて
いない現状を鑑み、部員増
強委員会を開催するなど、
周知活動を積極的に実施
し、新部員の加入促進を行
う。

研修会　　９月１６日
（金）開催
　　　　　 　満足度調査
　　　　　 　満足度　１０
０％
　　　　　 　参加者人数
１９名

主張発表大会
　　　　　 　１１月１５日
～１６日開催
　　　　　 　参加者人数
３名

新部員加入促進
　　　　　 　部員増強委員
会　毎月
　　　　　　 新部員加入

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実
施
側
の

事
業
評
価

地域産業活性化事
業

（新規創業者発
掘・支援）

新規創業等を志す方々の支
援の一環として、あま市内
の空き家・空き店舗等の情
報照会・斡旋することで、
あま市内の商工業の活性化
を目的とする。

実績
数値

新規創業支援として、あ
ま市特定創業支援事業を
活用し、事業者支援する
ことができた。

イルミネーション事業で取
付作業を地域住民（小規模
事業者を含む）とともに行
い、事業を行うことと作り
上げることの感動を分かち
合うことにより地域住民の
地域離れを防ぎ、地域の活
性化に結びつく。また地域
住民、小規模事業者、商工
会の連携を強化できる。

取付作業期間　　令和４年
９月～点灯式前日
点灯期間　　令和４年１１
月２６日（土）～令和５年
１月４日（水）
点灯期間　　午後５時～午
後１０時
来場者数　　不明

法人部会・青色申告部会等
の税務支援団体・地域貢献
団体の活動をサポートし、
事務運営に協力することに
より、国・地方公共団体、
地域社会への貢献や発展の
ための一助となり、ひいて
は、商工業の活性化に資す
ることを目的とする。

・青色申告部会
　事業参加人数　　１２名
・法人部会
　事業参加人数　　１２名

事業主の委託を受けて、労
働保険料の申告納付その他
の労働保険、一人親方に関
する各種の届出等の事務手
続きを行うことにより、中
小事業主の事務の負担を軽
減し、労働保険の適用促進
及び労働保険料の適正な徴
収を図ることを目的とす
る。

委託事業所数　　１８７事
業所

小規模事業者

小規模事業者

小規模事業者

来場者数

満足度（講習会） 参加者人数（講習会）

斡旋事業所数

出店企業数

小規模事業者
及び市民、近
隣市町村住民

小規模事業者

小規模事業者

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。


